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します。 

 あと企業誘致に関して、その情報なんですが、

私のほうで先日、商工労働観光部工業戦略技術

振興課産業立地室の室長補佐と面談してきたと

ころ、最近、空き工場用地で情報をいただいて

ないというふうな話をいただきました。で確認

したところ、株式会社ぶんぶく長井工場、長井

市屋城町マーク本社、旧株式会社マルコン跡地、

長井市屋城町駐車場、マーク別館、以上の情報

を持ってました。 

 やっぱり先ほどその情報を提供したというこ

とでしたけども、私が確認しに行ったときは、

そこの情報しか入ってなくて、私がいつ情報を

確認するんですかって言ったら、企業から問い

合わせがあったときというふうな話でありまし

た。非常に、私もそこでちょっと話はして、そ

れじゃ問題じゃないかという話はしたんですが、

とにかく長井市から強力にその情報を発信して

いかないと、なかなか県も動いてくれない状況

になっていると思います。とにかく情報はまめ

に出していかないと、まめに確認していかない

となかなかその企業誘致という部分では非常に

厳しい状況だと思いますので、その辺に関して

は孫田産業参事、いかが考えてらっしゃるんで

しょうか。 

○渋谷佐輔議長 孫田邦彦産業参事。 

○孫田邦彦産業参事 内谷議員おっしゃるように、

やはり県との連携をとりながら情報を密にして

いくということが必要かと思いますので、県の

ほうにも積極的に足を運びながら情報の提供を

してまいりたいというふうに考えております。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 ぜひ、その情報がないと

向こう、県のほうも動かない。情報をとること

も、逆に言うと何かがないと情報はとり方しま

せん。なので、こちらからどんどん情報を発信

していかないと、なかなか企業誘致という面で

はおくれをとってしまう部分だと思いますので、

今後ともよろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○渋谷佐輔議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時10分といたします。 

 

 

   午後 ２時４６分 休憩 

   午後 ３時１０分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位５番、議席番号３番、金子

豊美議員。 

  （３番金子豊美議員登壇） 

○３番 金子豊美議員 それでは、私のほうから

は、大きく分けて４つの項目について質問をさ

せていただきます。 

 その前に、通告書の中でスポーツ推進員とい

う言葉がありますが、スポーツ推進員を委員に

ご訂正いただきたいと思います。スポーツ推進

員でなくて委員にご訂正、よろしくお願いした

いと思います。 

 なお、午後から質問しました鈴木富美子議員、

あと内谷邦彦議員とダブる部分の質問もあるか

と思いますが、その件についてはご了承いただ

きたいというふうに思います。 

 最初に、長井の宝、伝統的、高度な職人わざ

の伝承について質問をさせていただきます。 

 長井市内には昔から長井つむぎの染色や織物

の技術を継承してきた人、野川や最上川を渡る
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船をつくってきた船大工、森花をつくる飾り職

人、木工技術のすぐれた職人など多くの伝統的

高度な職人がいました。今、そのような技術を

持った人がどれくらい市内に残っているのでし

ょうか。教育委員会にある生涯学習関係者の人

材バンクはある程度整備されていますが、職人

関係についての情報収集はどうなっているかお

聞きします。 

 また、職人関係についても、人材バンクのよ

うなものをつくって職人を登録、そのたくみの

わざを後世に伝えるべく伝承活動を進めるべき

ではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 あわせてコンパクトシティー構想を進める上

で、例えば市民文化会館や図書館の敷地内に合

築や併設による伝承施設の整備も検討すべきで

はないでしょうか。 

 あるいは、これも例えばですが、山形工科ア

カデミー大学校がもしも市街地や周辺に移設す

るような場合、一緒に整備することもできるか

と思いますが、いかがでしょうか。この件につ

きましては市長にお伺いします。 

 大きな質問の２つ目ですが、市民の健康と生

きがいづくりについて質問をさせていただきま

す。 

 先日、健康課より「保健事業のすがた」、平

成27年度版「我が家で暮らそう、家族で過ごそ

う」をいただきました。その中で基本的な考え

方の中で、人口減少と少子高齢化が一層進行し

ており、人口減少を食いとめる地方創生の取り

組みは市を挙げての重要な課題となっています。

中略させていただきます。また、本市において

は平成26年度に障害者福祉計画、また老人保健

福祉計画、第６次介護保険事業計画、子ども・

子育て支援事業計画、さらには福祉分野を統括

する第２期地域福祉計画を策定しました。これ

らの計画と平成24年度に策定した第２次健康増

進計画（健康日本21ながい）を連携させながら、

この計画を掲げている。健康意識を高める、適

切な生活習慣と生活環境で健康増進を図る、体

と心の健康づくりの３つの基本目標に向けて予

防接種事業、母子保健事業、中略させていただ

きます、運動普及による健康づくり事業、ミニ

デイサービス事業などの施策を展開しますと書

いてありました。 

 それぞれの分野で計画が立てられ、それを連

携させながら事業を展開することは大変だとは

思いますが、大切なことだと思います。ぜひ連

携を強化しながら事業を展開してほしいと思っ

ております。 

 そこで質問の１つ目ですが、高齢者の生きが

いと健康づくり推進事業の中で、ミニデイサー

ビスについてお聞きします。26年度は31団体、

27年度は休止していた２団体が再開に向けて準

備をしているとのことですが、ミニデイサービ

スの現状と課題、今後の方向性について教えて

いただきたいと思います。 

 ２つ目、ミニデイサービスの指導者、協力員

も含めてでありますが、その育成、研修はどの

ように行っているのか教えていただきたいと思

います。この２点については健康課長にお聞き

します。 

 ３つ目ですが、生きがいと健康づくりという

意味では同じ目的を持っている生涯学習関係に

ついて質問をさせていただきます。 

 以前、長井市体育指導員は市全体の事業を初

め、各地区の体育行事に協力し、地域スポーツ

の振興に活躍しておりました。現在はスポーツ

推進委員としてさまざまな活動をしていると思

います。現在スポーツ推進委員はどのような体

制で、どのような活動をしているのか、生涯ス

ポーツ課長にお聞きします。 

 次に、スポーツを通じての生きがいと健康づ

くりについて、スポーツ推進委員の役割をどう

考え、どのような活動を期待してるのか、教育

長にお聞きします。 

 大きな３つ目として、学童クラブの今後につ
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いてご質問させていただきます。 

 今年度、平野地区と伊佐沢地区に学童クラブ

の施設が建設される予定で準備が進められてお

ります。ほかの地区でも学童クラブに入る児童

がふえています。そのような状況の中、市民の

中から、特に児童の家族から不安の声が聞こえ

てきています。それは最近、学校から学童クラ

ブに行く児童がふえたのが原因かもしれません

が、学校から自宅に帰宅した子供たちが遊べな

い、遊ぶ相手がいないとのことでした。友達が

学童クラブに行っている、私も行きたいと話す

言葉が出るとのことでした。このままでは自宅

周辺で子供が友達と遊べない状態になってしま

うのではと、そういう不満を持つ方がふえてお

ります。その件についてどう考えるのか、教育

長にお聞きします。 

 また、例えば児童全員、こんなことはないか

もしれませんが、児童全員が学童クラブに通っ

てしまったらどうするのか、今後の方向性につ

いて、子育て支援課長にお聞きします。 

 最後、大きな４つ目でありますが、山形と愛

知・名古屋との交流の中から、長井市のＰＲに

ついてお聞きしたいと思います。 

 長井市当局も既にご存じだと思いますが、11

月21日土曜日から11月23日月曜日、勤労感謝の

日でありますが、３日間、名古屋市で開催され

る「いも煮まつり、でら☆ごっつお、意外に近

いね山形、山形のおいしさ満載召し上がれ」と

いうイベントに、長井市1000人いも煮会実行委

員会が参加する予定で準備を進めております。 

 開催の趣旨は、おいしい山形空港まで県営名

古屋空港から約１時間と、とても近い。食彩王

国・山形にはおいしいものがたくさんあり、農

業公園、名古屋市農業センターにおいて山形の

食文化を紹介するいも煮まつりを開催し、山形

と愛知・名古屋の交流を進めますという目的で

す。サブタイトルの「でら☆ごっつお」は、名

古屋と山形の方言を交流させたものです。主催、

共催団体には、山形県、山形県名古屋事務所、

名古屋市農業センター、山形県観光物産協会、

山形県人会、長井1000人いも煮会実行委員会な

どが予定されています。また、後援、協力団体

の中には株式会社フジドリームエアラインズ

（ＦＤＡ）、山形空港から名古屋空港までの往

復してる飛行機の会社であります。それから中

日新聞、長井市観光協会などが予定されていま

す。 

 内容は、いも煮会を３日間開催するほか、名

物の玉こんにゃく、ブランド米つや姫、ラ・フ

ランス、日本酒やワインの販売、県産材料を利

用したジェラートアイスの販売が行われるほか、

文化、芸能等の交流については、花笠パレード

や競技用けん玉生産日本一を背景としたけん玉

検定なども予定されているようであります。 

 今回のイベントに長井1000人いも煮会実行委

員会が参加して、大鍋を持参、３日間いも煮会

を開催するわけでありますが、きっかけは昨年、

名古屋市の農業センターで開催された農業祭り

に長井市出身の名古屋在住の方と、1000人いも

煮会実行委員会有志の方で山形300人いも煮会

を開催し、その評判がよかったことから今回の

参加となったとお聞きしております。 

 現在、長井市は東京事務所を中心に、大田区

や江戸川区を中心とした関東圏との交流が盛ん

に行われています。今回のイベントは水と緑と

花のまち長井を名古屋を中心とする中部地方に

ＰＲするよい機会と考えております。また、長

井をＰＲすることにより、ふるさと納税の拡大、

ふるさと応援大使やサポーターの増員につなが

る効果があると思います。 

 そこで、長井1000人いも煮会実行委員会を、

例えばですが、長井観光大使として長井のＰＲ

を盛大にしていただくよう長井市としても支援

してはどうでしょうか。 

 また、今回は名古屋ですが、長井市民の中に

は全国各地に知人や人脈を持っている人、交流
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を行っている人が多くいると思います。そのつ

ながりを利用して全国に長井をＰＲしてはと思

いますが、いかがでしょうか。市長にお伺いし

ます。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子豊美議員からは４点ご質問、

ご提案をいただきました。私から２点について

お答えをさせていただきたいと思います。 

 まず最初に、長井の宝、伝統的高度な職人わ

ざの伝承について、ぜひこういった人材バンク

として職人を登録あるいは伝承活動を進めるべ

きではないかというご提言でございます。 

 金子議員がおっしゃるとおり、長井には、ほ

かの市とか町と比較して伝統的な職人わざとい

いますか、たくみの技術を持ってる方が多いま

ちではないかなと思っているところでございま

す。特に一般財団法人で伝統的工芸品産業振興

協会っていうのがあるんですね。伝統的工芸品

っていうのは明確に基準がありまして、山形県

内では５つ指定されているんですね。その１つ、

置賜では置賜つむぎということで長井つむぎ、

白鷹つむぎ、そして米沢織りですね、これが置

賜つむぎということで伝統的工芸品として認定

を受けているものなんです。あとそれ以外、山

形県内では有名な山形鋳物であったり、山形仏

壇、天童将棋の駒、羽越しな布とか、そういっ

たものなどがあるようなんですけども、これに

ついては、長井市内では伝統工芸士といたしま

して長井つむぎを製作されている方が３名認定

登録されておりまして、伝統的工芸品産業振興

協会のホームページで紹介されてるということ

であります。 

 あと金子議員からありました教育委員会のほ

うで生涯学習関係人材センターというのを昭和

60年ごろに整備して、ただそれが平成15年に廃

止になってるようなんです。ですから、金子議

員の提言というのは、もう一度こういったもの

を、こういうすばらしい人たちを顕彰し、市民

はもちろん、市内外にお知らせしながら、そう

いった技術的なものも後世に伝えるということ

は非常に重要だと思っております。 

 それで、人材バンクという制度もないんです

が、１つは例えば人間国宝という、宇治紫文先

生みたいな、そういったものの山形県版あるい

は長井市版ということでの考え方もあるんじゃ

ないかなと。ただ、人間国宝ではなくて人間市

宝、市の宝みたいなことにしますと非常に幅広

くなりますので、金子議員がご提言なのは、そ

ういう伝統的な技術、わざだと思いますので、

そこの部分は、たくみとして例えば長井市の認

定をする方を、技術的な方ですね、その長井つ

むぎはもちろんですが、おっしゃったように建

具とか表具の技術もすごいらしいんですね。山

形県の中で長井の大工さんの技術は非常にすぐ

れてるということで評価が高いと。その中にや

っぱり表具と建具、表具については全国一など

のチャンピオンなどにもなっておりますし、あ

と一方で、現在の製造業のほうで、たくみのわ

ざということで旋盤の技術とかすぐれてる方が

たくさんいらっしゃいますんで、そこにつきま

して、ぜひ商工観光課あたりを窓口にして、技

術という面で、技能といいますかね、そういっ

た面でぜひ検討して、バンクということじゃな

くて、長井市には現在こういう技術を、こうい

うわざを持っておられる方がいらっしゃいます

という認定をして顕彰するっていいますかね、

そういったことがよろしいんではないかなとい

うふうに思いますので、なお検討をさせていた

だきたいと思います。 

 ただ、そのわざを伝承するっていうことは、

これはそう簡単には、もう何十年をかけてこう

いった技術を蓄積されてる方々ですので、それ

らについてはどうすべきか、これらも検討して

まいりたいというふうに思います。 
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 また、金子議員からは、例えば文化会館など

の整備とかそれ以外のさまざまな施設を整備す

る際に、こういった伝承施設の整備を一緒にす

べきではないかというご提言でございますが、

これらについては、どういう伝承施設にするか

という中身が非常に難しいというふうに思いま

すので、例えば職訓校とか、あるいは山形工科

短大とか、そういったところは建築技術等々の

技術を伝承する、あるいは学ぶところなわけで

すけども、果たしてどういったものがいいのか、

検討もさせていただきながら、今後そういった

施設の整備の際には、ぜひ金子議員のご提言な

ども生かすべきかどうか、これを検討してまい

りたいと思いますので、引き続きいろいろご指

導いただきたいと思います。 

 次に、質問の最後の項目であります山形と愛

知・名古屋との交流の中から長井市のＰＲを展

開していってはどうかということでございます。

長井1000人いも煮会については、これはもう全

く市民の有志で、民間の力でずっと続けておら

れるお祭りの形態でございまして、そういった

頑張ってなさってる方々に敬意を表したいとい

うふうに思います。 

 実は、市のほうでは今まで一切、依頼もあり

ませんでしたし、こちらからも特に、民間で頑

張ってなさってるところに対しては依頼がない

限り、余り我々は何だかんだ言うべきじゃない

と、こういうことを手伝えとか、こういったと

ころで配慮しろとか、そういうような要望があ

ったときにかかわるというのが市の基本的なス

タンスだと思います。 

 そんな中で、ことし長井まちづくり基金を活

用されて、もう大きい鍋をつくっていただきま

した。そんな縁もあって、この名古屋でこうい

うイベントされるということは新聞で私も知っ

たんですが、その後、実行委員長のほうから、

別な会議でお会いして、こういうことをやるの

で、市としても、もしできるんだったら、いろ

いろ支援してほしいというようなご依頼がござ

いましたんで、どういう支援がいいかですけど

も、９月の補正では間に合わなかったわけです

けども、既決予算の中で支援できる、そういっ

た部分はぜひさせてほしいということを申し上

げたところでございます。 

 去年も愛知のほうでなさったということです

が、今、長井市のほうでは観光大使という制度

つくってないんですね。かわりにしあわせ応援

大使という制度とサポーターという制度を設け

まして、これ私ども考え方としては、観光大使

というのは、ほかの事例などを見ますと著名人

に、タレントとかですね、そういった方々にお

願いしてるケースもありますし、あとは山形県

みたいに、できるだけ山形県にゆかりのいろん

な方々、東京在住、仙台在住、いろんなところ

に観光大使の名刺をお渡しして、ぜひ山形県を

ＰＲしてほしいというようなことをなさってる

ようです。私どもはまだそこまで至ってなくて、

1000人いも煮会の実行委員の方を観光大使にと

いうことは、お願いされるほうも大変でしょう

し、私どもとしては観光大使という制度をまだ

つくっておりませんので、これを機会にぜひ検

討したいというふうには思いますが、イベント

っていうのは続けることに意義があるわけでし

て、名古屋で去年とことしと２回続けたってす

ばらしいことで、きっとすばらしい、芋煮です

から山形を代表する、来年以降もいろんなかか

わりを持っていただけると思いますので、ぜひ

私ども観光協会とか市のほうもかかわらせてい

ただければありがたいなと思ってるところです。 

 なお、名古屋の県人会の副会長が長井出身の

今野さんでありまして、この方はしあわせ応援

大使になっていただいてますし、あと豊田市に

住んでいらっしゃる斎藤さんという、これ豊田

合成の副社長をなさった方ですが、この方にも

しあわせ応援大使になっていただいて、長井市

のいろいろＰＲとか人脈を生かしたさまざまな
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製造業の受注開拓等々にもお世話になっており

ますので、ぜひ名古屋のほうともつながりを持

っていきたいと。観光大使については今後いろ

いろ制度を検討したいと思いますので、ぜひご

指導いただきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○渋谷佐輔議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 私のほうからは、市民の健康

と生きがいづくりについての中で、スポーツ推

進委員の役割をどう考え、どのような活動を期

待しているのかについてお答えいたします。 

 スポーツを通じての健康と生きがいづくりに

ついては、スポーツをすることにより達成感が

得られて、それが健康づくりに結びつくような

仕組みが重要であるというふうに考えておりま

す。 

 スポーツ推進委員は、地域住民の体育、スポ

ーツをどうすべきか、どのような事業に重点を

置くべきかなどの地域全体の振興事業の計画立

案などがその役割とされてございますので、花

のまちスポーツクラブとか各地区公民館のスポ

ーツ活動に積極的に参画していただいて、市民

１人１スポーツの推進にご協力いただくことに

期待しております。 

 また、体育指導員として活躍していただいた

ときと同様に、実技指導についても対応の可能

な事業であれば、出向いて指導をいただき、地

域での健康と生きがいづくりをご支援賜りたい

というふうに考えております。 

 次に、学童クラブの今後についての中で、自

宅周辺で遊ぶ子供がいなくなるのではという不

安についてどう考えるかについてお答え申し上

げます。 

 平成10年に学童クラブが法制化されて以来、

学童クラブの希望者は年々増加しており、長井

市においても平成27年４月時点では、特に小学

校１年から３年生の約３割が学童クラブに入所

しております。 

 議員ご指摘のように、長井市においては少子

化の影響も大きく、下校しても近所で友達と一

緒に遊ぶような環境にない状況が生まれつつあ

りまして、子供にとっても地域にとっても不安

な状況にあるというふうに思います。 

 特に、子供の時期に必要なのは、子供同士の

遊びの中から自主性とか創造性、協調性を醸成

する環境、それから多様な体験の機会を提供す

る環境、３つには地域の大人、高齢者、おじい

ちゃん、おばあちゃんなども含めた、との交流

を通して、知恵の伝承と地域構成員としての自

覚を促す環境、この３つが必要であるというふ

うに考えております。これらは、これまでは地

域の原っぱの中に、あるいは広場の中で兄弟、

姉妹、たくさん兄弟おりましたのでね、そうい

ったものでありますとか、近所の友達を含めた

子供集団があって、その中で形成されてきたも

のでありますが、現代の少子化と核家族化等に

よる変化がありまして、子供を取り巻く環境は

大きく昔とはさま変わりしたというような状況

にございます。 

 こうした子供の育ちの環境をこれからは地域

として考え、また地域として支えなければなら

ない課題であるというふうに考えてございます。 

 国においては、文部科学省と厚生労働省が協

力して、平成26年度に放課後子ども総合プラン、

放課後児童健全育成事業を推進する方針が示さ

れてございます。全ての児童が放課後等を安全

安心に過ごし、多様な体験活動を行うことがで

きるよう放課後子ども教室と学童クラブを一体

的に、または連携して実施しようとする、そう

いったプランでございます。 

 本市においても、今年度から土曜らんどに加

えて平日の放課後子ども教室を月に１回程度実

施してございます。もちろん自宅周辺での広場

で子供たちが遊び回れる姿が望ましいというわ

けでありますけども、なかなか実子供人数が少

なくなってございますので、今日の状況では、
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それはなかなか可能にならないのかなというふ

うに思います。そのため、こういった子ども教

室と学童クラブの連携ということを進めながら、

放課後の学校を地域の教育力を生かして子供た

ちの広場として提供することによって、子供た

ちが健やかに育ち合う環境の一助にしたいとい

うふうに考えているところでございます。 

 子供にとっては月に１回程度、みんなで学校

を舞台にして、地域の人たちの協力を得ながら

遊びを中心に活動をして、その後、学童クラブ

に行く子供、それから集団で下校する子供とい

うような形にして、現代に合った子供の遊び集

団を組織というんですかね、用意して、子供た

ちの環境を少しでもよくしていきたいものだと

いうふうに考えてございます。以上でございま

す。 

○渋谷佐輔議長 伊藤亮一健康課長。 

○伊藤亮一健康課長 私には２点のご質問をいた

だきましたが、初めに、ミニデイサービスの現

状と課題、今後の方向性についてお答え申し上

げます。 

 本市のミニデイサービス事業は、平成６年か

ら始まりました。最初は２カ所からのスタート

でございましたが、事業開始から21年目を迎え

まして、本年３月末現在、団体数は31団体、会

員数1,592名の会員数になっております。 

 ここ数年は休止する団体がある中で、一方で

は新規にミニデイの組織を立ち上げる団体も出

てきているというふうな状況でございます。平

成26年度から休止した２団体につきましては、

後継者がいない、新規会員がふえないなどの理

由で休止したというふうにお聞きをしておりま

す。 

 今年度に入りまして、休止した２団体から、

新たな代表者を選出し、ミニデイを再開したい

とのご相談を受けております。ただ、以前のよ

うに、毎週決められた日に午前10時から午後３

時まで開所するにはまだまだ体制が整っていな

いようですので、できる範囲で再開していただ

くよう助言をさせていただいたり、小規模に事

業を展開する場合には、サロン事業として福祉

あんしん課と連携をとりながら事業運営のお手

伝いをさせていただきたいというふうに考えて

おります。 

 今後、高齢化が進展する中で、ボランティア

活動として自主的に運営するミニデイサービス

のような組織が地域の中でさらに重要になって

くるものと思っております。今後は、ミニデイ

のような運営組織のない地域におきまして、ミ

ニデイサービス事業へ参加できるような事業展

開、そして支援を推進していきたいというふう

に考えてるところでございます。 

 次に、２点目でございますが、指導者の育成、

研修はどのように行っているかについてお答え

申し上げます。 

 指導者や協力員の皆様の研修会につきまして

は、年１回実施をしてきております。昨年度、

平成26年度は、ミニデイサービス20周年記念事

業といたしまして健康講演会というふうな形で

実施をしてきたところですが、近年の通常の研

修内容といたしましては、医師や歯科衛生士の

方によります健康講話ですとか、健康運動指導

士による実践講習などを実施してきております。

また、ミニデイの代表者や協力員を対象に年度

末に実施しております事業説明会の中で、研修

といたしまして健康講話などの講師の方のご紹

介や、国が推進しております施策の紹介として

地域包括ケアシステムなどの説明もあわせて行

ってきているところでございます。以上でござ

います。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 スポーツ推進委員

の活動状況でございますが、以前の体育指導委

員は昭和36年に制定されましたスポーツ振興法

に基づき設置され、スポーツの実技指導、その

他スポーツに関する指導及び助言が主な役割で
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ございました。 

 しかし近年、それに加えましてスポーツの推

進のための事業の実施に係る連絡調整としての

役割が重要視されてきたということがございま

して、平成23年に制定されましたスポーツ基本

法では、市町村の教育委員会は、社会的信望が

あり、スポーツに関する深い関心と理解を有し、

スポーツ推進委員の職務を行うのに必要な熱意

と能力を有する者の中からスポーツ推進委員を

委嘱するとされています。 

 現在20名の委員が、主管事業といたしまして

はソフトバレーボール大会とスポーツごみ拾い

大会、あと協力事業といたしましては各種駅伝

大会と白つつじマラソン大会、長井マラソン大

会、そして少年少女なわとび大会などに積極的

にかかわっていただいております。 

 そのほか、以前の体育指導委員を中心に作成

いたしました長井ウオーキングマップ、これは

市内全地区にコースを設定しておりますけれど

も、そちらは現在もスポーツ推進委員が中心に

なり、ウオーキングを指導しておるところでご

ざいます。 

 また、山形県、東北地区及び全国規模での研

修大会が開催されておりますので、それらに参

加して、スポーツの普及について研さんいただ

いております。 

 ほかに総合型スポーツクラブの運営委員とし

て、あと体育協会の常任理事として、また各地

区のスポレク大会、運動会でも積極的に事業に

携わっていただいております。 

 また、長井市スポーツ推進審議会や長井市体

育施設整備計画検討委員会の委員としても参画

いただきまして、貴重なご意見をいただいてお

るところでございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 それでは、私から３

番目の学童クラブの今後についてという大項目

の２番目の学童全員がクラブに通ってしまった

らどうするのかというふうなご質問についてお

答えをしたいというふうに思います。 

 学童クラブ事業につきましては、保護者が就

労などにより昼間の時間、家庭にいないという

小学生に対して、放課後や夏休みなどの長期休

暇のときに、小学校の余裕教室や児童センター、

学童クラブの施設などを利用して適切な遊びや

生活の場を与えて、その健全な育成を図るとい

う事業でございます。ただ、しゃくし定規にそ

の保護者の条件が当てはまらないからというふ

うなことだけで入所の判断をするのではなくて、

病気療養中であるとか、同居の家族の方の介護

や看護を恒常的に行っているなどというそうい

う状況、そういうふうなところを見ながら、利

用児童の学年なども考慮しながら入所の判断を

しているところでございます。 

 金子議員がおっしゃるように、両親の共働き

や核家族の進行によりまして市内の学童クラブ

の利用児童数はふえ続けておりまして、長井市

では昭和57年から中央児童センターというよう

なことで学童の保育を始めておりますが、今か

ら10年前の平成17年には99人の利用児童だった

ところが、ことし平成27年では283人というふ

うな児童数になっております。これは、全体の、

６年生まで入れての児童数の約２割が学童クラ

ブに通っているという状況です。そこで３倍ぐ

らいには、10年前からはふえていると。あと１

年生から３年生までだけを見てみますと、先ほ

ど教育長からもあったように、35％以上の児童

の方が学童クラブに通っているというふうな状

況になっております。 

 平成27年に策定した長井市子ども・子育て支

援事業計画におきましても、計画期間の平成31

年までには目標値を370人と定めまして、学童

クラブを利用できる環境の整備をすることにい

たしております。最終的なニーズ調査や推計人

口の動きから350人が、まずはその平成31年の

目標人数まではあれば大丈夫だろうというよう
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なことでございますので、370人の目標を今設

定しているという状況で、このままの利用状況

であれば対応できていくだろうというふうなこ

とで考えております。 

 その目標に沿って、このたび平野の学童クラ

ブ、伊佐沢の学童クラブを整備させていただく

というようなことで、今回の補正予算にも議案

を上程させていただいているというようなこと

でございます。 

 あと学童クラブというのは、その施設のほう

に子供さんを預けて、その時間だけ過ごせばい

いというふうなところではないというふうに思

っています。基本的にはその地域や家族で子供

たちを面倒見ていくというところがベースにな

って、そういうふうなところから、こういう施

設で時間を過ごしながらいろんなことを覚えて

いくというふうなところが学童クラブなのかな

というふうに思っています。 

 議員おっしゃるように、利用児童がどんどん

ふえていくと地域に子供がいなくなるというふ

うなところで、先ほど教育長からあったような

放課後子どもプランなども一つの試みとして新

しい地域での子供の育ち方のパターンだという

ふうに思っておりますので、そのようないろん

な事業を長井市としてもできることを考えなが

ら、これから取り組んでまいりたいというふう

に思っております。 

 先ほど申し上げましたように、入所に当たっ

ては、家庭的な状況等を勘案して入所の判定を

しておりますので、児童の皆さん全員が学童を

希望するというようなことは現実的にあり得な

いというふうなところで、それを例えあったと

しても、今のところは全員入るというふうな判

定にはならないというふうなことでございます

が、要件は非常に毎年緩和になってきていると

いうふうなところもございますので、もし児童

の方全員が利用希望をされるというような状況

になって、それを受け入れるというふうな必要

が出てくるとすれば、今回は平野、伊佐沢の学

童クラブ、新しくつくらせていただいておりま

すが、今後はそのような形ではなく、学校の空

き教室等を活用をしながら、新たな子供の時間

の過ごし方なども考えながら対応していくとい

うふうなことになるものというふうに考えてお

りますので、よろしくご理解をいただきたいと

思います。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ました。 

 最初にですが、１番目の長井の宝、伝統的高

度な職人わざ等の伝承について市長のほうから

ご答弁いただいたわけです。私も勉強不足なと

ころがあるわけですが、やはりこういった技術

的なもの、特にものだと残るんですが、わざと

いうか技術というか、そういったものはなかな

か残らない。特に船大工とかそういった芸術的

な作品、職人だから芸術とは言わないと思うん

ですが、そういうふうな部分を何か残せないか

なというふうに常日ごろ考えているところであ

りますし、私の周辺からもそういったようなこ

とを残していきたいなというような話も市民の

中から出ておったもんですから、今回説明させ

ていただいたというふうなことであります。 

 その上で、先ほど申し上げましたように、こ

れから長井駅周辺を含めていろんなことが計画

されると思います。５年後、10年後、そういっ

た中で、そういった伝承的な施設が整備されれ

ばというふうなことを思ってるもんですから、

今回ご質問をさせていただいたところでありま

す。まだ時間はありますので、機会がありまし

たらばご検討いただければというふうに思った

ところでした。 

 次に、市民の健康と生きがいづくりについて

でありますが、初めにミニデイサービスについ

て、現状と課題、今後の方向性についてお聞き

させていただきました。その中で、やはりミニ
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デイが途切れてしまった、あるいは再開すると

いった場合に、その地区の担当者というか協力

員というか、そういう体制が大事でないかなと

いうふうに考えておるわけなんですが、やはり

そういった一つ一つの地区の悩み事というか、

そういう困ってるところについてはやはり行政

関係の方が入っていただいて、指導なりいろん

な方法をアドバイスしながら、またつくってい

く、あるいは現在ない地区についても、そうい

った地区の状況などを調べながら、そういった

ミニデイをふやしていく。そういった意味で、

その地区のリーダー的な存在も必要だと思いま

すので、その辺、ぜひ各地区の地区長さんとか、

あるいは自治公民館の館長さんとかと相談しな

がら今後進めていただければというふうに思っ

たところでした。 

 それから、２つ目の指導者の研修、育成につ

いてでありますが、これについては年１回の研

修、それから講義を聞く、そういったことも必

要だと思いますが、特に運動普及員等につきま

しては、さまざまな技術と例えばレクリエーシ

ョンの講習を受けるとかそういった機会も必要

だと思いますので、もう少し幅広い講習の機会

を設けていただいて、そういった運動普及員の

レベルを上げていただく、そして運動普及員自

身も楽しみながら、そういった指導に当たれる

ような環境づくりをしていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。これは健康課長にお

聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 伊藤亮一健康課長。 

○伊藤亮一健康課長 ただいまは金子議員から研

修の機会というふうなことでいろいろアドバイ

スを頂戴したと思っております。レクリエーシ

ョンの専門講習でありますとかご指摘の点、考

慮しながら、今後さらに少し専門的な講習とい

うふうな意味で、幅広い、そういった講習の機

会を持つように配慮してまいりたいというふう

に考えております。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ぜひ研修の機会をふやし

ていただきたいと思います。山形県のレクリエ

ーション協会のほうでも、福祉レク関係の講習

会等いろいろ企画してるということで、恐らく

福祉関係のほうにも連絡来てるかと思いますが、

その辺、機会がありましたらばご利用いただけ

ればというふうに思ったところでした。 

 次に、スポーツ推進委員の活動状況と今後の

役割等についてお答えいただきました。 

 スポーツ推進委員の活動の幅が昔から比べる

と大分ふえたという部分があるかと思います。

長井市のスポーツ推進委員に関する規則という、

規則に載ってるわけですが、その中でもスポー

ツ推進委員に関して次の職務を行うという部分

で７つほどの項目が上がっております。前だと、

市のほうの企画立案とかそういった部分は余り

なくて、地域での体育指導、それから市全体の

体育指導が主だったわけです。そのころから見

ればスポーツ推進委員の役割が大分ふえてきた

なというふうに思っているところであります。 

 そういった中で、やはり各地区から総勢20名

という枠で地区の推薦をいただいて上がってき

た方々だと思うんですが、そういった推薦方法

については、どのような方法で選んでおられる

のか。あと、もう１点、その人数の割り振り、

市内６地区あるわけですが、20名の割り振りに

ついて再度お聞きしたいと思います。よろしく

お願いします。 

○渋谷佐輔議長 どなたに答弁求めますか。 

○３番 金子豊美議員 生涯スポーツ課長、お願

いします。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 議員からありましたように、職務といいます

か、以前の体育指導委員よりはふえてる状況が

ございまして、そういう中で、それに適した人

ということで、２年ごとの改選ございますけれ
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ども、ずっと継続されてる方もおりまして、長

い方ですと30年なり20年経験されてる方もいら

っしゃいます。ご都合で引かれるという方につ

きましては、基本的に各地区公民館のほうに推

薦を依頼いたしまして、地区の中から適した方

を推薦いただいておるというような状況でござ

います。 

 地区割でございますけれども、基本的にはバ

ランスよくというふうに考えておりますが、そ

の推薦の状況等ございまして、基本的には各地

区から２名以上というようなところでは確保し

たいというようなことで、現状も各地区２名以

上は配置してございます。ただ、中央地区につ

いては５名、致芳地区４名、西根地区３名でご

ざいます。そのほか２名ずつで、公募の委員の

方がお二人いるというような状況で20名になっ

てございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 やはりスポーツ推進委員、

最近いろんな種目っていうか、大会には出てき

てるんですが、各地区の行事等については、そ

の方々の都合もあるわけですが、参加率にばら

ばらというか、見かける人、見かけない人、さ

まざまおるようで、スポーツ推進委員は何やっ

てるんだというお話も時々お聞きします。です

から、前より幅広い職務を行っているというこ

とも含めまして、ぜひ市報もですが、できれば

各地区の公民館報なども利用しながら、市民の

方にＰＲをして、スポーツ推進委員一生懸命頑

張ってるんだよという姿をもう少し広く市民に

わかっていただくようにＰＲしていただければ

と思ってますが、いかがでしょうか。生涯スポ

ーツ課長にお聞きします。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 大変ありがたいご

提言かと思っております。 

 以前の体育指導委員に関しましては、金子議

員も経験されておられるわけですのでご存じか

と思いますけれども、現在のスポーツ推進委員

につきましても、たまたまでございますけれど

も、公民館の主事の方も今兼務といいますか、

されておられて大変忙しいという状況がござい

ますけれども、いろんな意味で広報といいます

か周知できるような形を考えてまいりたいと思

っております。よろしくお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ました。 

 最後になりますけども、市長にお伺いしたい

と思います。というか、お願いも含めてであり

ますが、今回名古屋のほうに1000人いも煮会、

行くわけですが、市長からもお話あったように、

民間で今までやってきたという経過もあるわけ

です。そういった中で、長井市を代表するとい

うか、1000人いも煮会、山形の大きい鍋を持っ

ていけないということもあるわけですし、その

次に山形県で大きい鍋は長井市の鍋というふう

にお聞きしております。そういった中で、全国

各地に長井というその言葉を広める上でも、や

はりこういった民間の活動というか、そういっ

たこともすごく大事でないかなというふうに思

ってます。北海道から九州までいろんなつなが

りのある方、長井市内におるわけですので、ぜ

ひ今回の1000人いも煮会についても、観光大使

という呼び名ではありませんけども、長井市も

含めて山形県を代表して行くというふうな感じ

でありますので、ぜひ応援、支援をお願いした

いというふうに思います。 

 また、長井市という言葉を、来年、伊勢志摩

のほうでサミットもあるわけですが、そこまで

大きくは伝わらないとは思いますけども、ぜひ

長井という言葉を全国各地にばらまけるような、

そして「長井が」といわれるような、でっかい

夢ではありますけども、そういう長井市に今後

していただきたいという要望もあるもんですか

ら、最後に市長にご意見をお聞きして質問を終
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わりにしたいと思います。市長、よろしくお願

いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子議員からいろいろご提言い

ただきまして、やっぱりおっしゃるように県外

でする、山形県の芋煮としては最大規模なんで

しょうかね。1000人いも煮会の実行委員会の皆

さんと話したことがないんですよね。芋煮会に

行ったことはあります、個人で。 

 この間、実行委員長のほうから声をかけてい

ただいたので、じゃあ、ぜひ何かお手伝いさせ

てくださいと。ただ、お話聞いたのが８月の初

めですから、もう補正は間に合わないわけです

よね。ですから既決予算しかないので、どうい

ったところでお手伝いさせてもらったらいいか、

ぜひということで話はさせていただきました。 

 今後については、私どもとしては多分、本当

に忙しいところ皆さんボランティアでそういっ

たことをなさるわけですから、例えば年間、こ

ういったところに行きたいんだということを言

っていただければ、その支援はもちろんしなき

ゃいけないと思いますし、あとどういったかか

わりをさせてもらったらいいかというのも、今

まで民間の皆さんが一生懸命なさってきたのを、

我々があんまりかかわるのもまずいのかなとい

うふうにも思いますが、またとないＰＲの機会

だと思いますので、ぜひここは実行委員会の皆

様とも話をさせていただきながら、主管課は商

工観光課になるかと思いますが、ぜひ一緒にな

ってＰＲ、総合政策課もかかわってくるのかな、

したいと思いますので、何とぞよろしくお願い

したいと思います。今後ともよろしくお願いし

ます。ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ました。 

 なお、検討をお願いすることばかり言ったか

と思いますが、今後ともよろしくお願いしたい

と思います。本日はどうもありがとうございま

した。終わります。 

 

 

   散     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 本日は、これをもって散会いた

します。 

 再開は、来る７日午前10時といたします。ご

協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時０６分 散会 




